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は じ め に
　本稿は，清朝末期（清末）に本格的な西洋式の
複式記帳方法を中国にもたらした謝霖・孟森編著
『銀行簿記學 1）』に焦点を当て，底本となる森川
鎰太郎の銀行簿記学の文献と該当箇所を比較し，
清末に伝票制度と現金式仕訳法がどのような内容
でもって日本から伝えられたのかを明らかにする
ものである。
　先行研究 2）で記した通り，森川が著した銀行
簿記学の文献は，1898（明治 31）年に『應用銀
行簿記學 3）』として発行され，数年後には版を重
ねて改訂され，謝霖と孟森が日本で学んだ頃には
『修正銀行簿記學 4）』の書名になっていた。謝霖
と孟森が多くの文献の中から『修正銀行簿記學』
を底本として選び出した理由は定かでないが，こ
の文献には銀行簿記の理論と計算事例のみならず，
銀行業務の経営管理に関連する事項も多く盛り込
まれている。『銀行簿記學』の序文からうかがえ
るように，彼らが銀行実務に最も役立つ文献とし
て選定したであろうことは想像に難くない。謝霖
と孟森は，『修正銀行簿記學』を底本としながら
銀行簿記を継受し，1907 年に『銀行簿記學』を
漢語で発行することで，近代化の推進力を担う銀
行制度の基盤たる銀行簿記を中国に伝播させ，伝
票制度が普及する端緒を作り出した。
　その後，社会主義革命を経て中国の会計制度は
変革を余儀なくされるが，伝票制度は存続し続け
た。現在でも会計伝票に相当する「记账凭证」（記
帳証憑）は法律法規によって様式が厳格に規定さ
れており，長期保管が義務付けられている。伝票
制度は中国の会計実務の根幹をなすものであり，
その源泉は『銀行簿記學』の雛形に遡ることがで
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きる。
1.　銀行簿記と伝票
1.1.　銀行業務の特質と銀行簿記の役割
　日本の江戸時代には，租金を預かり為替をもっ
て上納を任務とする「御用為替組」，金融為替の
業務を営む「掛屋」「蔵元」「御用達」，大きな資本
と信用力によって主に金銀を取り扱う「本両替」，
銭貨の売買によって利益を得る小資本の「銭両
替」等，銀行に類似する業務を営む商人が多数存
在したことが知られている。しかしながら，銀行
のように広く一般公衆より資金を吸収し，貸付や
割引の方法によって金融の調節，疎通をはかるも
のはなかったとされている 5）。
　明治維新の後，早い段階で創設された近代的な
銀行業は，商品売買業に比べてその規模が大きく，
取引も複雑多岐にわたる。伝統的な和式帳合は
「秘伝的・閉鎖的な技術 6）」であり，「部分，部分
の記録であって，体系的に全体的把握がなしえな
かった 7）」とされ，近代的な銀行業の会計処理を
担う役割は期待できなかった。そこで明治政府は，
アレキサンダー・アラン・シャンド（Alexander 
Allan Shand）を雇い入れて，西洋の複式簿記の
方法，すなわち銀行簿記を導入し，発展させたの
である。
　銀行簿記は，銀行業における会計を整理するた
めに応用された簿記法であり，銀行という特殊の
企業に所属するいろいろな財産と資本とが，その
経営上不断に発生する諸取引によって受ける変化
を記録・計算・整理し，その結果を明らかにする
方法 8）に他ならない。1873（明治 6）年 12 月に
は，シャンドの講述を全 5 巻にまとめた『銀行簿
記精法』が大蔵省から刊行され，それ以降，銀行
簿記には修正改良が加えられてきたものの，基本
的組織や根本原理はシャンドの考案を引き継いで
きた。
　本稿で比較考察する明治期の「傳票 9）」は，日
本の伝票制度の原形をなすものであるが，その淵
源は『銀行簿記精法』「巻之凡例二十，二十一」に
掲載された「入金手形」（収納伝票の原形）と「仕
拂手形」（支払伝票の原形）の雛形に遡ることが
できる。伝票制度の原形を紹介したシャンドの簿
記法は，銀行会計の発展に資するのみならず，
「一般商工業の会計処理にまで適用されて，相当
広い範囲にわたつて採用され 10）」，経済活動の近
代化に与える影響は大きかった。
　「傳票」の淵源につき西川孝治郎は，1871（明
治 4）年 8 月，伊藤博文等の渡米報告に基づいて
大蔵省職制，事務掌程を定め，理財会計に関する
一切の事務を整備した際に伝票課を置き，関係各
寮における伝票取扱方法を事務掌程の中に規定し
たことを明らかにしている 11）。しかしながら，
『銀行簿記精法』では「傳票」の言葉そのものを
確認することができない。
　日本における「傳票」の淵源について，久野秀
男は「明治初年の頃の官庁会計の領域で『伝票簿
記条例』の制定といった事歴がみられた 12）」と
する。また，早稲田大学の「古典籍総合データ
ベース」にアクセスし「伝票」のキーワードで検
索すると，会計予算に関し大隈参議等に宛てた
「明治六年九月廿二日傳票出納元拂差引日計表 13）」
なる一覧表が表示される。これらを勘案すると，
「傳票」という言葉自体，『銀行簿記精法』が刊行
された頃には官庁会計の中に存在していたと考え
られる。
　振替伝票に相当する証憑は『銀行簿記精法』に
掲載されていないが，西川は藤井清『和欧帳面く
らべ 下巻』に掲載された「振替手形」を紹介し，
「この書はわが国で初めて振替伝票を示したのみ
ならず，銀行簿記の日記帳を商業に応用した最初
でもある。故にこの書は又収支簿記の初めとも見
る事が出来る 14）」とする。さらに片野一郎は
「現金式仕訳法のもとに非現金収支取引を振替伝
票で処理する方法が，わが国の銀行簿記書に現わ
れた最初のものは，明治 12 年（1879 年）10 月発
行の大坪文次郎編『銀行実地営業取引書― 一名
銀行記簿学―』である 15）」とし，その冒頭の
「傳票」の文言 16）に着目して「わが国の銀行簿記
書に『伝票』という文字が現れた最初のもの 17）」
との見解を述べている。これらに対し，久野は
「複数の国立銀行で既に採用していた『振替手形』
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を，藤井が自著に取り入れた可能性もでてく
る 18）」と指摘し，さらに「この『振替伝票の日
本人発明説』には多少なりとも気になる点がある。
はっきりいえば疑問が残る 19）」と評している。
　ちなみに片野は，1882（明治 15）年に創設さ
れた日本銀行の創設当時の経理規程（同年 12 月
12 日の日本銀行計算局精算課事務分担の規程）
に着目し，当時の伝票制度の実情から，振替伝票
に相当する「振替表」が用いられていた可能性を
指摘する 20）。1887（明治 20）年 3 月に出版され
た吉永吉之助編『銀行簿記獨學』でも，担当する
各員に事務を分掌させることで迅速に業務を行う
ことができる旨が記載されており 21），帳票の様
式を見ると，収納表簿罫附第六の名称が「入金傳
票」，仕拂票簿罫附第七のそれが「仕拂傳票」に
なっている 22）。歴史的に見て伝票に相当するも
のの名称は異なっているが，「仕訳を記録した収
納伝票，支払伝票，振替伝票という 3 種の伝票が
用いられる伝票制は銀行簿記の早期で確立した
23）」と考えるのが妥当であろう。
　ところで，謝霖と孟森が日本に留学した明治時
代の後期，清朝はすでに崩壊寸前の状態にあった。
日本も清朝に影響力を強めていたが，距離的に近
く，渡航滞在費用が安く，手続的にも渡航が容易
であったこと等から，すでに清から多くの留学生
が日本に学びに来ていた。1905（光緒 31）年 8
月には最初の国立銀行となる「戸部銀行」が北京
で創設され，翌 1906 年に「戸部」の名称が「度
支部」となり，1908 年 7 月 1 日には「大清銀行」
に変わった。『銀行簿記學』の設例 24）においても，
「天津戸部銀行」なる名称が記されている。
　謝霖と孟森が本国の情勢に合わせて『銀行簿記
學』を構想した可能性は高いが，仮にそうだとし
ても，『銀行簿記學』刊行の目的は大清銀行への
寄与だけではなかったと考えられる。日本の国立
銀行は国営銀行ではなかったが，「直接間接に國
家の產業，貿易竝に財政に獻替したる功績 25）」
には目を見張るものがあり，謝霖と孟森が本国の
近代化に寄与することを願いつつ『銀行簿記學』
を著したであろうことは，『銀行簿記學』の序文
から窺い知れる。ちなみに謝霖と孟森が底本とし
て着目した『修正銀行簿記學』には，銀行業務が
金銭を目的物とする点で商業と異なること，金銭
が経済界における取引の媒介手段であること，銀
行の取引先が広く多くなることが記されている 26）。
　西洋式簿記が未知の分野であった当時，単に日
本語の参考文献を漢語に翻訳するだけでは，応用
簿記にあたる銀行簿記の仕組みを普及させること
はできない。さらに銀行簿記には，現金式仕訳法
を採用し，伝票制度を完備するという特異性 27）
もある。この点に関し久野は，「この極めて特徴
的でイギリスを除いてはあまり類例のない現金式
仕訳帳制（cash journal system）は，わが国の
場合，後述する伝票制度と結びついて発達し，銀
行業にとどまらず，他の産業の帳簿組織にそのま
まとり入れられた実績がある 28）」とする。
　底本の『修正銀行簿記學』（及び同書訂正三版
以前の『應用銀行簿記學』）の記述において，重
要な箇所，強調する箇所には白丸「○」，黒丸
「●」，ゴマ「﹅」の圏点，傍点が付されているが，
銀行簿記の核心たる伝票と現金式仕訳法の解説の
部分では，特に多くの圏点，傍点が付けられてい
る。そして『銀行簿記學』でも，『修正銀行簿記
學』の記述に倣って重要性を強調する白丸「○」
の圏点が数多く付されている。
1.2.　銀行業務と伝票の機能
　森川の『修正銀行簿記學』が刊行された 1900
（明治 33）年の末には，普通銀行だけで全国に
1,854 行を数え，翌年末には 1,890 行とピークに
達している 29）。当時，すでに銀行簿記の文献が
複数刊行されており，銀行簿記を講義する学校も
多数存在し，銀行の事務分掌と銀行簿記の仕組み
はある程度整っていたものと推測される。
　提供者から預金等の形で広く多く集めた資金を
必要とする者に貸し出して利益を得るのが銀行業
の本質であり，そのためには必然的に広範な取引
関係者の存在が前提となる。また，銀行の業務は
複雑多岐にわたるので，分課制度を採用して各構
成員に事務を分掌させるのが普通である 30）。分
課制度による執務であることから，一つの取引で
複数の課または係と関係を有し，それらの各係を
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経てはじめて完全に整理がなされる。それゆえ，
各取引を最初に受け付けた係は，これを他の関係
する各係に伝えて知らせる必要があり，この役目
を果たすものが伝票である 31）。
　伝票の主な使命は取引の伝達にあるが，同時に
伝票は，取引の要領を記載して記帳の材料ともな
る。このために一定の形式を具備し，その記載方
法も一定の法則に準拠して行われる。このように
して若干の伝票が選定され，これが系統的に組織
されて会計処理のために役立つときにこれを伝票
制度というが，完全なる伝票制度を採用すること
は銀行簿記の一大特色とされてきた 32）。
　また伝票の効用については，①取引の伝達手段
として正確性を確保すること 33），②原始記入簿
の代用をすること 34），③帳簿検査の手段となる
こと 35），④責任の限定 36），を挙げることができ
る。このような伝票の機能と効用に鑑みれば，銀
行業務と伝票制度は切り離せない関係にあるが，
森川も伝票の機能を重視し，『修正銀行簿記學』
の中で以下のように解説を行っている。
千百を以て數ふべき雜多の取引を整理して，記
帳の正格を期せんとせば，其用意の極めて周到
ならんことを要し，現金の出入は勿論，甲勘定
より乙勘定に變更するに止まる取引の如きも，
一々之を明示すべき方法を設け，以て記帳の際
據るところなきの憂なからしめざるべからず，
是れ傳票の必用なる所以なり（『修正銀行簿記
學』36 頁）
　これに対して『銀行簿記學』では，以下の通り
底本の記述にほぼ沿った内容で訳出されているが，
先行研究 37）で示した通り「取引」は漢語で使わ
ない言葉である。注記 38）では「交易売買」と説
明し，「東籍 39）」でこの言葉が広まっている点を
勘案し，これに代わる適当な名詞が登場した時に
は改める方針を示した上で，この言葉をそのまま
使用している。また，「甲勘定より乙勘定に變更
するに止まる取引」の部分については，「勘
定 40）」の訳語に「款項」を用い，「推收款項」と
いう文言が当てられている。
以千百爲數之繁雜取引。欲整理使記帳一出於正
格。其用意極宜周到。無論現金出入。即推收款
項。亦不可不將明示之方法。一一設定。使記帳
之際。不憂無據。此所以必需傳票也（『銀行簿
記學』31 頁）
　「即推收款項。亦不可不將明示之方法。一一設
定」は，「勘定の振り替えであっても，明示の方
法で一々設定をしなければならないという」とい
う文意になる。「推收」とは，清代の頃，抵当に
入った民間の田畑や家屋を売買する際，財産権と
納税義務者の名義書き換え手続を官吏に取り扱う
ように報告，申請することを意味していたようで
あるが，ここでは勘定科目名の書き換えという意
味で使われていると推測される。
　ちなみに，謝霖が帰国後，中華民国期になって
著した『實用銀行簿記 41）』では，振替伝票の
「振替」に「轉帳」の訳語を当ている。また，潘
序倫が 1930 年に著した『高級商業簿記教科書』
でも，振替伝票の「振替」には「轉帳」の文言が
使用されている 42）。後述の伝票の仕様からも明
らかなように，現在の中国では，日本語の振替伝
票にあたる漢語として「转帳凭证」（転帳証憑）
が用いられている。
　なお「傳票」（簡体字で「传票」）については，
『銀行簿記學』の本文で注記を付けずそのまま訳
語として用いられている。この言葉には，司法機
関が訴訟当事者や関係者を勾引・召喚するための
書類という意味があり，現在でも「法院传票」「刑
事传票」「民事传票」という用語が中国で使われ
ている。そのためか，司法上の用語と区別して
「会计传票」という言葉が用いられることもある
が，かつては日常的な商業取引の中で「傳票」が
使用されていたようである。『銀行簿記學』が刊
行された当時，商業に携わる者の間で何らかの証
憑として「傳票」が通用していたとすれば，注記
には及ばなかったものと推測される。
　いずれにせよ，中国は社会主義国家建設の過程
で，清末民初（清朝末期から中華民国初期）にか
けて整備が進んだ様々な制度を変革してきた。鄧
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小平の改革開放路線が開始して以降，社会主義革
命の圧力はある程度緩和されたが，会計用語，会
計帳票は清末民初の頃とは異なっている。また，
中国は改革開放以降，台湾海峡両岸関係の学術交
流を通じて台湾の会計も参考にし，会計制度の建
設を進めてきた経緯がある。よって，『銀行簿記
學』に記載されている会計用語，会計帳票の中に
現在の中国で使用されているものがあるにせよ，
台湾を経由する形で伝播した可能性も否定できな
い。
　とはいえ，現在の中国では，中華人民共和国会
計法があらゆる組織に会計証憑，すなわち会計伝
票の記入を課し（同法第 9 条），国家統一の会計
制度の規定に適合することを要求する（同法第
13 条）。アメリカ会計の影響を強く受けた台湾で
も伝票制度は継承され続けてきたが 43），その源
泉には，日本で発展した伝票制度の伝播と継受が
あるものと考えられる。
1.3.　伝票の種類
　銀行における取引は，その性質上，金銭収支に
関するものが多い。伝票にはいろいろな種類のも
のがあるが，銀行簿記では金銭収支の関係より分
類し，収納伝票，支払伝票，振替伝票の 3 種類が
用いられてきた 44）。『修正銀行簿記學』でも同様
に，「傳票」を以下の通り 3 種類に区分する。
現金の出入に關する取引に用ふるものは収納傳
票及仕拂傳票と稱し，科目の變更に止まる取引
に用ふるものは振替傳票と稱し，日記帳其他の
主簿を初めとし，各種の補助簿何れも皆之れに
據りて始めて記帳するを得る（『修正銀行簿記
學』36 頁）
　『銀行簿記學』では，「収納傳票」に「收入傳
票」，「仕拂傳票」に「支出傳票」，「振替傳票」に
「推收傳票」の名称を当て，その他は原文通りに
訳出を行っている 45）。
　次に伝票の機能についてであるが，『修正銀行
簿記學』では，以下の通り「證據」（証拠）とい
う言葉を使い，誤謬を生じ易く，記帳の正確を欠
き，事務の敏活を妨げる口頭伝達の欠点を取り除
く伝票の役割を説明している。
幾萬圓の仕拂も之れを證據として决了し，幾萬
圓の収入も亦之れに據りて一の係より他の係に
通し，錯雜せる取引をして一の誤謬なからしめ
んことを期せざるべからざるを以て，其用紙の
如きは華美なるものを要せざるも，之れに記載
せる要件は字質の極めて明瞭ならんことを要す
（『修正銀行簿記學』36 頁）
　『銀行簿記學』でも同様に「證據」という言葉
を用い，取引の伝達手段として正確性を確保する
伝票の機能と記載要件をほぼ原文の通り訳出して
いる 46）。
　さらに，伝票の記載の仕方に関する『修正銀行
簿記學』の解説を見ると，文字の明瞭性に加え，
複数の要件が示されている。
而して傳票は，取引の性質及現金の出入なるや
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
，
若くは振替に止まるやを知るに便する
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
ものなれ
は，之れに記載する要件は，前記の如く勘定科
目幷に姓名及金額にして，其他特に注意の爲め
記すべき事ある時は下部の餘白に之れを記入す
（『修正銀行簿記學』37 頁）
　「勘定科目」「姓名」「金額」の 3 つの要素が伝票
に不可欠な要素として列挙され，その他の注意す
べき事項は下部の余白に記載する旨を明示するが，
『銀行簿記學』では，以下の通り「等等」の文言
を付記している。「等等」の文言が具体的に何を
指すのかは定かでないが，「勘定科目」「姓名」「金
額」以外の記載要件も含み込む余地を残している。
傳票因欲令取引之性質。及現金之出入。或款目
之推收。有易知之便。故其所記載之要件。既如
前述。務記明款目姓名金額等等。至有其他特應
注意之事。可更記入下層空白之内（『銀行簿記
學』33 頁）
　別頁の注記 47）では，「款目」という言葉を日本
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語で「勘定科目」を意味すると説明している。
「推收」は「振替」を意味するので，「款目之推
收」とは「勘定科目の振替」という意味になる。
これらの点をふまえると，訳文はほぼ『修正銀行
簿記學』の記述に沿っていると解されるが，傍点
が付されている箇所に対し『銀行簿記學』ではな
ぜか圏点がつけられていない。ちなみに，森川が
『修正銀行簿記學』の内容をより実務に即した内
容に仕上げて刊行した『銀行簿記教科書 48）』で
は，伝票の記載の仕方として略語の使用が付記さ
れている。
勘定科目は略語を用ふるを常とす。例えば，
「當座預金」を「當座」と略し，「割引手形」を
「割手」とするが如し（『銀行簿記教科書』57
頁）
　『修正銀行簿記學』の中では，勘定科目の略語
を伝票に用いる旨の記述はない。『銀行簿記學』
でもそのような記述は確認できないが，本文中に
「等等」の文言が記載されている結果，略語の使
用という記載の仕方にも対応できるようになって
いる。
　『銀行簿記學』の組版が固まった後，新たに刊
行された『銀行簿記教科書』の中で「傳票」の雛
形が変更されていること，勘定科目を略語として
用いる旨が記されていること，これらに謝霖と孟
森が気づき，「等等」の文言を追加した可能性も
あるが，『銀行簿記教科書』において改められた
記述を全く考慮していない箇所もある。いずれに
せよ，現時点では「等等」の文言を盛り込んだ理
由は定かでない。
　以上の他，『修正銀行簿記學』では，
其色は通常
9 9 9 9 9
收
9
納傳票を赤に
9 9 9 9 9 9
，仕拂傳票を靑に
9 9 9 9 9 9 9
，
振替傳票を黒とし
9 9 9 9 9 9 9 9
，事務混雜の際之れを取誤る
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
の憂なからしむ
9 9 9 9 9 9 9
（『修正銀行簿記學』37 頁）
と色分けを指示しているが，この点は今日の日本
の伝票制度と同じ配色である。そして『銀行簿記
學』も，「傳票分色劃線。通常收入傳票赤色。支
出傳票靑色。推收傳票黑色 49）」として，全く同
じ色分けで訳出している。
　現在の中国でも，収納伝票に相当する後述の
「收款凭证」は一般に赤色を使用する。しかし，
支払伝票に相当する「付款凭证」と振替伝票に相
当する「转账凭证」は，青色，緑色，黒色が混在
し，色の使い方は完全に統一されているわけでは
ないようである。
　なお，伝票の様式と現金式仕訳法については，
次章で『銀行簿記學』の雛形を森川の『修正銀行
簿記學』及び『銀行簿記教科書』のそれとを比較
しながら若干の考察を行うこととする。
2.　収納伝票と現金式仕訳法
2.1.　収納伝票の様式
　図表 1 は，『銀行簿記學』に記載された収納伝
票の雛形である。図表 2 の『修正銀行簿記學』に
記載された雛形と比べると，科目欄，摘要欄，金
額欄が同じ仕様になっているものの，伝票の名称
は「收入傳票」になっていて，日付欄がその真下
に位置し，西暦で記載されている。その他，勘定
科目は略号を用いておらず，伝票の下部に銀行の
名称が「商業銀行」と表記されている点も異なっ
ている。
　なお，図表 2 の雛形は『應用銀行簿記學』初版
から変化はないが，『銀行簿記教科書』になると
図表 3 のように「收納傳票」の下に日付欄が設け
られ，摘要欄に「全額小切手にて入金」と例示さ
れ，右側には「支配人」「計算係」「當該係」「出納
係」の押印欄が追加されるなど，仕様は大きく変
わっている。
　『銀行簿記教科書』の発行は 1906（明治 39）年
4 月 5 日であり，孟森が『銀行簿記學』の叙文を
書いたのが同年 10 月であるから，謝霖と孟森は，
図表 3 の雛形を参考にして日付欄を上部に表記し
た可能性もある。しかしながら，図表 1 の日付欄
は 1906 年 4 月 2 日であるのに対し，図表 3 の
『銀行簿記教科書』の発行日は 3 日遅れの同月 5
日と記されている。
　ちなみに，大原はその著書『改良新式銀行簿記
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教科書 上 訂正増補三版』50）の中で「收納傳票」
「仕拂傳票」「振替傳票」の各雛形を掲載している。
これによると，いずれも右上に「株式會社某銀
行」と記載され，日付欄は「收納傳票」と「仕拂
傳票」では左上に，「振替傳票」では伝票名称の
下におかれている。ただし，「收納傳票」と「仕
拂傳票」では，摘要と姓名の欄が縦書きになって
いて，『銀行簿記學』の様式とは異なっている。
　現段階の資料では，いかなる文献を参考にして
図表 1 の日付と銀行の名称を記載したのかは特定
が困難であり，また謝霖と孟森が複数の文献を読
み比べて考案した可能性もある。いずれにせよ，
図表 1
（出典）『銀行簿記學』32 頁。
図表 2
（出典）『修正銀行簿記學』36 頁。
図表 3
（出典）『銀行簿記教科書』56 頁。
図表 4
（出典）『實用銀行簿記 四版』55 頁。
図表 5
（出典）『会计基础与实务 第四版』205 頁。
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『銀行簿記學』が刊行された後，謝霖は『修正銀
行簿記學』以外の文献も参考にし，そこから得た
知識を本国に持ち帰ったであろう。そのことは，
謝霖の『實用銀行簿記』に記載された図表 4 の
「收入傳票」の雛形（「定期存欵」は「定期預金」
の意）が図表 1 のそれと大きく異なることからも
推測することができる。
　なお，図表 5 は，2017 年 1 月に刊行された会
計実務の教本『会计基础与实务 第四版』に記載
された収納伝票の雛形であり，名称は「收款凭
证」となっている。借方科目が年月日の左側に記
載され，経理責任者（财务主管），記帳担当者
（记账），照合担当者（复核），出納担当者（出纳），
証憑担当者（制证）の各署名欄が下部に設けられ
るなど，現在の雛形は図表 1 のそれとは大きく異
なっている。
2.2.　収納伝票と現金式仕訳法
　『修正銀行簿記學』の第四章「傳票」では，「借
貸の理由」を再度説明し，伝票と現金式仕訳法の
関係について詳細な解説を行っている。現金式仕
訳法の解説は，図表 2 を例に当座預金の入金に関
する記述から始まる。
収納傳票の形式に示せる取引は當座預金の入金
を表示するものにして，借貸上何如なる意を有
するものなるやと云ふに即左の如し，
　借方 貸方
　　金錢　 100. ＿ 　當座　 100. ＿
　　　 （『修正銀行簿記學』37 頁）
　『銀行簿記學』では，仕訳の箇所で「金錢」を
「金銀」，「當座」を「無定期存款」に替えている
他は，以下の通り原文を忠実に訳している。
今以收入無定期存款之一種取引。表示收入傳票
之形式。其於借貸上意義若何。解釋如左（『銀
行簿記學』33 頁）
　とはいえ，現金式仕訳法は，西洋式複式簿記に
通じていない清末の人々には難解であったと推測
される。『銀行簿記學』では，この記述の後に以
下の注記が付けられている。
解釋之理略如前文惟借貸二字爲簿記學中最精之
旨義薀較深反復使之易曉不當厭煩且理同而解法
不同猶已解之算式再以他法審之科學中自有此種
方法庶晦澁之理易於豁然開朗也（同上）
（大意）「解釈の理の概略は既述の通り。借貸の
二文字は簿記学の中で最たる神髄である。含蓄
は奥深い。反復して使うと分かりやすい。嫌い
になるのは適当でない。理屈は同じでも解法は
異なる。すでに解いた算式と同じ。再度その方
法でつまびらかにする。科学の中に自ずとこの
種の方法がある。それでどうにか難解な理屈は
視界が開けて見通しが立ちやすくなる。」
　「解釋之理略」（解釋の理の概略）というのは，
第三章にある「借貸之理由」を指すと考えられる。
森川は，収納伝票の解説の際に「借貸の理」を再
度説明し，その上で「金錢なるものは常に一方の
相手たるべきものと看做すを原則とするを以て，
前記仕譯は之れを略し，傳票に示すが如く　當座
100. ＿」として，収納伝票の記載が図表 2 の
ようになると説明する。『銀行簿記學』では，収
納伝票の記載が図表 1 のようになることを原文に
沿って訳出しているが，「借貸の理」を再度説明
する記述では，原文を自ら解釈した上で漢語の解
説文を添えている。次節では，その記述内容につ
いて原文と比較しながら検討をする。
2.3.　収納伝票と「借貸の理」
　森川は，「借とは主とすべきものゝ營業主
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
（即
9
ち帳簿の持主
9 9 9 9 9 9
）に對して借りたる値を謂ひ
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
」「貸
9
とは主とすべきものゝ營業主
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
（即ち帳簿の持主
9 9 9 9 9 9 9
）
に對して貸したる値を謂ふ
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
51）」との定義を設け，
営業主たる帳簿の担当者を中間に置いて価値交換
の理論を解説する。
　ちなみに，下野直太郎の『簿記精理』には，
「本來貸借は人の働きなり然るに今事物をも人の
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如く見立てゝ此働きを附與したるなり今甲某に貸
を生ずれば甲某は借方即ち負債主の地位
0 0 0 0 0 0
に立つべ
きなり又甲某に借を生ずれば甲某は貸方即ち債主
0 0
の地位
0 0 0
に立つべきなり 52）」との記述がある。
　また，『應用銀行簿記學』初版が出る前年に発
行された佐野善作の『商業簿記教科書』には，
「金錢と商品との二者を人類と見做し吾營業者た
るもの其中間に立ち現金なる人より壹千圓の價を
借受け之を商品なる人に貸し渡したりと見るべ
し 53）」との記述がある。
　先行研究でも指摘した通り，森川の文献におけ
る「借貸の理」は，多くの先行研究を参考にして
考案されたものと推測されるが，本文中に参考文
献に関する記述はない 54）。森川が営業主たる帳
簿の担当者を中間に置くのは，はたして下野や佐
野の影響を受けたものであろうか。いずれにせよ，
森川は営業主たる帳簿の担当者を媒介にして三伝
票と現金式仕訳法の関係を解説しており，既述の
仕訳「（借方）金錢 100. ＿（貸方）當座 100.
＿」の後，以下のような記述を行っている。
尙
0
之れを詳
0 0 0 0
說
0
すれば
0 0 0
「金錢
0 0
」は營業主より金百
0 0 0 0 0 0 0 0
圓の價値を借り
0 0 0 0 0 0 0
，「當座
0 0
」は營業主に同額の價
0 0 0 0 0 0 0 0 0
値を貸したるものなり
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，而して
0 0 0
「金錢
0 0
」は何故
0 0 0
營業主より借りたる位置に立てるものなるやと
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
云ふに
0 0 0
，營業主は
0 0 0 0
，金百圓の價値を有する
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（即
0
簿記學上金百圓の價値を有するものにして實際
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
の價値即經濟上如何なる價値を有するやは問ふ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ところにあらず
0 0 0 0 0 0 0
）「金錢
0 0
」を得るには
0 0 0 0 0
，之に對
0 0 0
して相當の價値を拂ふか
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，若くは他方に於て之
0 0 0 0 0 0 0 0 0
れに相當せる負債を生ぜざるべからざるの理な
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
り
0
（『修正銀行簿記學』37-38 頁）
　『銀行簿記學』は，この記述の前半部分を原文
に則して訳している 55）。丸括弧内の注記の箇所
に対し，『銀行簿記學』では意訳 56）になっている
ものの大意は変わらない。ただし，注記以降の部
分については，以下の通り自らの見解を盛り込ん
だ解説になっている。
則對此金錢
9 9 9 9
即以此價値付之
9 9 9 9 9 9
營業主不能空付
9 9 9 9 9 9
此有
9
所
9
付
9
在彼即不能不負
9 9 9 9 9 9
所
9
付之債
9 9 9
盖營業主一身
9 9 9 9 9
原無
9
長物
9 9
必從他處負得此債以與之
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
（『銀行簿記學』
34 頁）
（大意）「すなわちその金銭に対しその価値で支
払いをする。営業主は空付（見返りなしの支払
い）はできない。一方に支払いがあると，他方
では支払いへの債務を負わないわけにはいかな
い。思うに営業主は元来裸一貫であり，必ずそ
れに従って受けた債務を処理し，それでもって
これを与えなければならない。」
　続けて原文では，「借貸の理」が再度解説され
る。全体に傍点「﹅」を付けて強調しており，森
川が特に重要な箇所と考えていたことが推測され
るので，以下ではその全体を引用する。
之れを反論すれば一方に或價値を拂ふか
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，若く
0 0
は之れに相當する負債を生ずとすれば
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，他方に
0 0 0
於て受取るところのもの
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，若くは貸を生ぜざる
0 0 0 0 0 0 0 0 0
べからず
0 0 0 0
，是れ
0 0
「金錢
0 0
」の營業主に對して借の
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
位置に立てる
0 0 0 0 0 0
所
0
以なりとす
0 0 0 0 0
，次に
0 0
「當座
0 0
」は何
0 0
故營業主に對して貸の位置に立てるかと云ふに
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，
元来營業主は無より有を生ずべき者にあらずし
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
て
0
，而して金百圓の價値を有する
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
「金錢
0 0
」なる
0 0
ものを得るに至り
0 0 0 0 0 0 0 0
，一方に貸を生じたるを以て
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，
他に必ず之れに相當せる負債を生ぜざるべから
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ず
0
，其負債こそ即
0 0 0 0 0 0
「當座
0 0
」なるものに對する負
0 0 0 0 0 0 0 0 0
債にして
0 0 0 0
，「當座
0 0
」は營業主に對し貸の位置に
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
立てる
0 0 0
所
0
以なりとす
0 0 0 0 0
（『修正銀行簿記學』38 頁）
　この記述部分に対して，『銀行簿記學』では以
下の通り訳出されている。
再與反證其理。向一方付以或種價値
9 9 9 9 9 9 9 9
而生相當之
9 9 9 9
負債
9 9
彼受我
9 9
所
9
付者
9 9
我即向之有
9 9 9 9
所
9
貸矣
9 9
此金錢對於
9 9 9 9
營業主
9 9 9
所以立於借之地位也
9 9 9 9 9 9 9 9
次則存款何故謂之對
9 9 9 9 9 9 9 9
營業主立於貸之地位乎
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
營業主原不能從無生有
9 9 9 9 9 9 9 9 9
其
能以百圓之價値
9 9 9 9 9 9 9
貸與金錢
9 9 9
必於他方負有相當之債
9 9 9 9 9 9 9 9 9
其負債之處
9 9 9 9
即在存款之名
9 9 9 9 9
此存款對於營業主
9 9 9 9 9 9 9
所以
9
立於貸之地位也
9 9 9 9 9 9 9
（『銀行簿記學』34 頁）
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（大意）再度その理を反証する。一方にある種
の価値を支払い，相応の負債を生じ，先方が受
けて当方が支払うと，当方はこれに貸す所とな
る。これは金銭が営業主に対して借の地位に立
つことである。次に預金は何故に営業主に対し
貸の地位に立つのか。元々営業主は無から有を
生むことはできない。それが百圓の価値でもっ
て金銭を貸し与えることができるなら，他方で
は必ずや相応の負債を負わねばならない。その
負債の所在は預金の名に属する。これは預金が
営業主に対し貸の地位に立つ所以である。
　下野の『簿記精理』における「借貸理解」の解
説を参照すると，借方，貸方の意味について「借
方とは受方
9 9
を示し貸方とは渡方
9 9
を意味するものな
り受けたる有價物件は受方たると論を俟たず渡し
たる有價物件は渡方たると勿論なり貸金とは受け
たる債權を指したるものなる故に受方なり 57）」
との記述がある。
　また，佐野の『商業簿記教科書』では，「都て
0 0
渡したるものは其價を營業方へ貸すの理なれば之
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
に貸なる語を應用し又受けたる物は其價を營業方
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
より借るの道理なれば之に借なる語を應用して可
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
なり
0 0
58）」として「貸借應用の二原則」すなわち
「第一，渡したる物は貸主なり
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
」「第二，受けたる
9 9 9 9
物は借主なり
9 9 9 9 9 9
」と明示する。
　既述の通り，森川の「借貸の理」は下野や佐野
に限らず，多くの研究者の見解を参考にして考案
された可能性がある。しかしながら「損益」の計
算要素については，森川の文献において論述され
ていない。総じて，他の研究者の見解に依拠した
旨の記述は確認できず，自らの見解として「借貸
の定義」を示している。
　『修正銀行簿記學』は，理論よりも実践に力点
をおいた文献と見ることができるが，謝霖と孟森
がこのような文献を底本としたのは，あくまでも
銀行簿記実務の速習教材として『銀行簿記學』を
制作しようと企図したからではないかと推測され
る。
2.4.　「一の便法」について
　続けて『修正銀行簿記學』では，以下の通り
「一の便法」について解説がなされている。ここ
も全体に傍点「﹅」を付して強調されており，森
川が重要な箇所と考えていたと推測される。
凡そ借貸の位置を考ふるに當りては必ず先つ金
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
錢を先とし
0 0 0 0 0
，而して後他の一方の相手に及ぼす
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ときは决して誤るものにあらず
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，素より借貸の
0 0 0 0 0 0
理に
0 0
精
0
通
0
するに至らば
0 0 0 0 0 0
，理は只一なるを以て其
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
何れより見るも誤解の生ずべき理なきも
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，金錢
0 0
なるものは一種異
0 0 0 0 0 0 0 0
樣
0
の感覺を人の
0 0 0 0 0 0
腦
0
裡に刻して
0 0 0 0 0
復忘るゝなからしむるを常とするを以て
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，其易
0 0
きに従つて之れを解剖するは一の便法たるを失
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
はざるなり
0 0 0 0 0
（『修正銀行簿記學』38 頁）
　『銀行簿記學』では，以上の記述をほぼ原文通
り訳出 59）した上で，「以金錢爲主。則此乃金錢以
9 9 9 9 9
百圓之値
9 9 9 9
貸與存款也
9 9 9 9
存款當居借方
9 9 9 9 9
」（金銭をもっ
て主とするのは，これすなわち金銭は百圓の値を
もって当座預金に貸与したということであり，当
座預金はまさに借方にある）との記述を補記して
いる。
　『銀行簿記學』の第三章「借貸之理由幷銀行簿
記之性質」の末尾（『銀行簿記學』29-30 頁）に
は，「銀行簿記法。省去金銀而反貸借之記號」（銀
行簿記法は，現金を省略し貸借の記号を反対にす
る）とし，現金仕訳法によって貸借が逆に記入さ
れる旨の解説がある。ここでの解説は，貸借が逆
になることを再確認するための補足説明であるが，
原文を訳出するだけではその本旨が十分に伝わら
ない点を勘案し，説明文を考案して補記したもの
と考えらえれる。
　『修正銀行簿記學』では以上のような理解の仕
方を「一の便法」と称し，最後に「金錢なるもの
は常に一方の相手たるべきものと看做すを原則と
するを以て，前記仕譯は之れを略し」（『修正銀行
簿記學』38-39 頁）と解説し，入金伝票に「當座
　 100. ＿」とだけ記入する旨を示している。
　これに対し，『銀行簿記學』（34-35 頁）では，
「其對面之貸方
9 9 9 9 9
。不必復列。而以常
9 9
視
9
其方有此金
9 9 9 9 9
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錢爲原則
9 9 9 9
。故可省減前記之式」（大意：一方の貸
方は重ねて並べるには及ばない。相手方には金錢
があると常に考えることを原則とするがゆえに，
前記の形式を省略することができる）として，同
じく入金伝票に「無定期存款　100, ＿」とだけ記
入すると訳している。
3.　支払伝票と現金式仕訳法
3.1.　支払伝票の様式
　図表 6 は，『銀行簿記學』に記載された支払伝
票の雛形である。図表 7 の『修正銀行簿記學』に
記載された雛形と比べると，収納伝票と同様に，
科目欄，摘要欄，金額欄が同じ仕様になっている
ものの，伝票の名称は「支出傳票」になっており，
日付欄がその下に位置する。勘定科目は略号を用
いておらず，西暦で記載されている他，伝票の下
部に銀行の名称が「商業銀行」と表記されている
点も異なっている。
　図表 7 の雛形は『應用銀行簿記學』初版のとき
から変化はないが，『銀行簿記教科書』になると
図表 8 のように名称が「支拂傳票」（「支」と「傳」
の間の欠字は本文に照らせば「拂」が入る）に変
わっている。「仕拂」の文言は，『銀行簿記精法』
で支払伝票に相当する「仕拂手形」の名称で用い
られているが，1889（明治 22）年 2 月 11 日法律
第四号の旧會計法第 18 条 60），22 条 61），23 条 62）
にも「仕拂」の文言は登場する。1872（明治 5）
年制定の国立銀行条例に基づく銀行 63）は，1879
年までに 153 行が設立されたものの，日本銀行設
立の翌 1883 年から国立銀行券の発行は停止され，
各国立銀行は創業後 20 年以内に銀行券を回収す
ることとなり，1899（明治 32）年までに全て普
通銀行に転換した。
　「仕」は役人の業務を意味し，「仕拂」は元々政
府機関の業務を意味する用語であったと推測され
るが，『應用銀行簿記學』の書名が『修正銀行簿
記學』に変わった時点ですでに国立銀行は消滅し
図表 6
（出典）『銀行簿記學』32 頁。
図表 7
（出典）『修正銀行簿記學』36 頁。
図表 8
（出典）『銀行簿記教科書』56 頁。
図表 9
（出典）『實用銀行簿記 四版』57 頁。
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ている。「仕拂」の文言を「支拂」に替える時期
であったと推測されるが，何らかの事情で『修正
銀行簿記學』に「仕拂」の文言が残ったというこ
とであろう。
　謝霖と孟森がこのような事情を理解していたか
どうかはともかくとして，『銀行簿記學』では
「支出」の文言が用いられている。漢語の「支付」
（payment）も使いうるであろうが 64），「支出」
とした理由については不明である。
　図表 8 の雛形では，伝票名称の下に日付欄が設
けられており，右側には「支配人」「計算係」「當
該係」「出納係」の各押印欄が追加されるなど，
図表 3 の「收納伝票」と同様に仕様は大きく変
わっている。謝霖と孟森は図表 8 の雛形を参考に
し，図表 6 において日付欄を上部に表記した可能
性もあるが，それを裏付ける確たる資料は見当た
らない。
　とはいえ，図表 3 の「收入傳票」の様式と同様
に，『實用銀行簿記』に記載された図表 9 の「支
出傳票」の雛形（「信用放欵」は「信用貸付」の
意）は，図表 6 のそれと大きく異なっている。謝
霖が『修正銀行簿記學』以外の文献も参考にし，
それらから得た知識を本国に伝播させたことが裏
付けられる。
　なお，図表 10 は，『会计基础与实务 第四版』
に記載された現在の支払伝票の雛形であり，名称
は「付款凭证」となっている。「收款凭证」と同
様に，借方科目が年月日の左側に記載され，関係
者の署名欄が記載されるなど，図表 6 の『銀行簿
記學』の雛形とは大きく異なっている。
3.2.　支払伝票と現金式仕訳法
　次に支払伝票と現金式仕訳法の関係についてで
あるが，『修正銀行簿記學』では，図表 7 の支払
伝票を題材にした以下の記述と仕訳がある。
仕拂傳票の形式は當座預金より現金の仕拂を示
すものにして，之れを解剖すれば左の如し，
借方 貸方
　　當座　 100. ＿ 　金錢　 100. ＿
　　　 （『修正銀行簿記學』39 頁）
　『銀行簿記學』では，収納伝票と同様，以下の
通り「金錢」を「金銀」，「當座」を「無定期存
款」に替えているものの，ほぼ原文通り訳出して
いる 65）。
　　　　　借　方 貸　方
　無定期存款　100, ＿　　金銀　100, ＿
　 （『銀行簿記學』35 頁）
　『修正銀行簿記學』において，これらの仕訳に
対する「借貸の理」は，以下の通り収納伝票のそ
れと変わることはない。
「金錢」は營業主に金百圓の價値を貸し，「當
図表 10
（出典）『会计基础与实务 第四版』206 頁。
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座」は營業主より同額の價値を借りたることを
意味す，而して何故「當座」は營業主に對し，
借の位置に立てるかと云ふに，金百圓の價値を
有する「金錢」なるものを失ふを以て，之れに
對して相當の價値を得るか，若くは貸を生ぜざ
るべからず，是れ「當座」の營業主に對して借
の位置に立ち，「金錢」か貸の位置に立つ所以
にして，前例によりても亦之れを證明するを得
べし（『修正銀行簿記學』39-40 頁）
　この記述を，『銀行簿記學』では以下の様に訳
出している。意訳の部分もあるが，ほぼ原文の内
容に沿った訳語になっている。
此爲金銀向營業主貸與百圓之價値
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
存款從營業主
9 9 9 9 9
借得百圓之價値也
9 9 9 9 9 9 9 9
存款何故對營業主立於借之地
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
位乎
9 9
以彼於金銀失百元之價値
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
而我得之
9 9 9
遂不能不
9 9 9
以爲從彼
9 9 9 9
所
9
貸
9
此存款
9 9
所
9
以對營業主而立於借之地
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
位也
9 9
以彼之立於貸之地位
9 9 9 9 9 9 9 9
亦可以前例證明之何也
9 9 9 9 9 9 9 9 9
（『銀行簿記學』35 頁）
　続けて『修正銀行簿記學』では，以下の解説を
加えた上で，支払伝票での記載が図表 7 のように
なることを説明し，支払伝票も入金伝票と同様に
記入する旨を示している。
何となれば「金錢」が營業主に入りたる塲合に
借の位置に在りしを以て，出でたる塲合には貸
の位置に立たざるべからず，又「當座」も預け
込みの塲合に貸の位置に在りしとすれば，引出
の塲合には借の位置に立たざるべからざるを以
てなり，而して仕拂傳票も收納傳票の塲合と均
しく，金錢に關する部分を省き，單に
　當座　 100. ＿
とし，傳票をして其意を表示せしむること前者
と均し（『修正銀行簿記學』40 頁）
　これに対して『銀行簿記學』は原文に沿って
「金銀在營業主收入時
9 9 9 9 9 9 9 9
既立借之地位
9 9 9 9 9
則付出時自不
9 9 9 9 9
能不立貸之地位
9 9 9 9 9 9 9
又存款當存入時
9 9 9 9 9 9
立貸之地位
9 9 9 9
則取出
9 9
時自不能不立借之地位矣
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
」（『銀行簿記學』35 頁）
と訳出し，支払伝票では相手方の「金銀」を省略
し，入金伝票と同様に「無定期存款　100, ＿」と
だけ訳している。
4.　伝票代用書式
4.1.　伝票代用書式の意義
　全ての取引について伝票を作成することは労費
を多く要するので，取引に関係のある書式の中に
は，これをそのまま伝票に代用して事務の簡易化
や敏活を図るものがある 66）。この種の書式は，
銀行が単独で作成，変更することができず，取引
の相手がその成立に助力するか，または相手方の
手によって作られるものであるから，その証憑力
は伝票よりも大きい 67）。
　伝票代用書式あるいは代用伝票は，基本的に現
金伝票に代用されるものであり，振替伝票に関す
るものはほとんどなく 68），一般的には，払戻請
求書，入金申込書，振込依頼書，手形，小切手等
を挙げることができる。伝票代用書式は，銀行制
度が誕生して間もない明治期から使用されてきた
ものであり，『修正銀行簿記學』でも以下のよう
に説明されている。
收納仕拂の二傳票は，之れに代るべきものゝ有
する取引に限り，之れを省略することあり
（『修正銀行簿記學』40 頁）
　「之れに代るべきものゝ有する取引に限り，之
れを省略することあり」という記述は，初学者に
とってここだけ読んでも意味がよく分からない。
そのためか，森川は『銀行簿記教科書』でこの部
分を「收納仕拂の二傳票は，之に代用するに便利
なるものを有する取引に限り，之を代用すること
あり 69）」と書き改めている。
　当該記述部分に対応する『銀行簿記學』の訳文
は「收入支出二傳票。限於一種取引之中。有他物
可代。省去不用者 70）」（収入支出の二伝票は，一
つの取引の中に代替しうる他のものを有する場合
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に限り，省いて用いない）となっており，これは
『修正銀行簿記學』の記述に則したものであって，
『銀行簿記教科書』の記述を訳したものではない。
ただし，この文章だけでは伝票代用書式の理解が
容易ではないことから，次節で述べる通り『銀行
簿記學』では若干の補足説明が加筆されている。
4.2.　『銀行簿記學』と伝票代用書式
　『修正銀行簿記學』では，入金伝票の代用書式
と支払伝票の代用書式の例を一つずつ列挙してい
る。まず，入金伝票の代用書式については，以下
のように解説がなされている。
例へば，當座預金受入の場合に於て，振込帳
4 4 4
と
て，預金主をして，自から金額，月日等を夫々
記入したる上にて預け入れしめ，銀行は其半片
を手許に殘し半片に證印を押捺して，預金主を
して持歸ることを得せしむるものを用ふるとこ
ろに在りては，銀行は其手許に殘れる半片を傳
票に代用するを得るが如き（『修正銀行簿記學』
40 頁）
　『銀行簿記學』の訳文は，以下の通り原文に則
したものとなっているが，漢語で通用しない「振
込帳」の訳語の考案は容易ではなかったものと推
測される。
如無定期存款存入時。別有收入聯票。由存戶自
將金額月日等。一一記入。銀行存其半邊。餘半
邊押印後交存戶持歸。遇此等處。可即將銀行所
留之半邊。代傳票之用（『銀行簿記學』36 頁）
　「振込帳」については，「收入聯票」という訳語
を当てている。ちなみに，「聯票 71）」とは一組に
なった複数の券のことをいうが，清末において，
「收入聯票」という言葉がどの程度理解しうるも
のであったかについては定かでない。
　次に出金伝票の代用書式についてであるが，こ
れについては『修正銀行簿記學』で
又當座預金の仕拂の塲合に於て小切手を代用す
るか如き，即是れなり（『修正銀行簿記學』40
頁）
と説明されている。「小切手」の訳語に工夫を要
するところであるが，『銀行簿記學』では，「又支
出無定期存款時。有自書小票爲憑者。亦然 72）」
として「自書小票」の言葉を当て，「憑」すなわ
ち証憑と訳出をしている。
5.　振替伝票と現金式仕訳法
5.1.　振替伝票の様式
　図表 11 は，『銀行簿記學』に記載された振替伝
票の雛形である。既述の通り，謝霖と孟森は「振
替」に相当する漢語に「推收」を使用するので，
振替伝票の訳語も「推收傳票」となっている。ち
なみに，謝霖が帰国後に出版した『實用銀行簿記 
上 理解傳票』では，後述の通り「推收傳票」で
はなく「轉帳傳票」になっている 73）。「轉帳」の
簡体字は「转账」であり，現在中国で使用されて
いる後述の「转账凭证」として文言は継承されて
いるものの，『銀行簿記學』の「推收」とは異な
る点に留意する必要がある。
　日付欄については収納伝票，支払伝票の箇所で
述べた通りである。図表 12『修正銀行簿記學』
の雛形及び図表 13『銀行簿記教科書』の雛形で
は，「借」「貸」と略して表記するのに対し，図表
11 では略さずに「借方」「貸方」と表記している。
　科目欄，摘要欄，金額欄に関しては，図表 12
『修正銀行簿記學』の雛形及び図表 13『銀行簿記
教科書』の雛形と同じ順に並んでいるが，摘要欄
の姓名と金額及び記載は，図表 12 において科目
名より 1 行分下げているのに対し，図表 11 では
同じ行に記載しており，図表 13 と同様になって
いる。
　また，図表 12 及び図表 13 では「差引出」「差
引入」と記載されている箇所に対し，図表 11 で
は「現金支出」「現金收入」の文言が当てられて
いる。さらに図表 11 では，「收入傳票」「支出傳
票」と同様，伝票の下部に銀行の名称として「商
業銀行」が表記されている。なお，ここでも勘定
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図表 14
図表 11
（出典）『銀行簿記學』32 頁。
図表 12
 （出典）『修正銀行簿記學』36 頁。
図表 13
（出典）『銀行簿記教科書』56 頁。
（出典）『實用銀行簿記 四版』60 頁。
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科目は略号を用いていない。
　謝霖と孟森は，振替伝票の雛形の考案において
『銀行簿記教科書』の雛形を参考にした可能性が
あるが，だとすると『銀行簿記教科書』で補記さ
れた勘定科目に略号を用いる方法を『銀行簿記
學』の伝票の雛形になぜ取り入れなかったのかは
不明である。
　ところで，図表 14 は『實用銀行簿記』に掲載
された振替伝票である。名称が「推收傳票」では
なく「轉帳傳票」になっている他，「借方」「貸方」
の名称も，「收方」「支方」に変わっている。収支
簿記との関係において興味深い変更点であるが，
この点の考察については他稿に譲ることとする。
　なお，図表 15 は，『会计基础与实务 第四版』
に記載された現在の振替伝票の雛形であり，既述
の通り名称は「转账凭证」となっている。「推收
傳票」が「轉帳傳票」になり，「转账凭证」と表
記されるようになった可能性もある。
　現在の雛形では，経理責任者（财务主管），記
帳担当者（记账），照合担当者（复核），証憑担当
者（制证）の署名欄が記載され，「現金支出」「現
金收入」の記入欄が無く，図表 11 の『銀行簿記
學』の雛形とは大きく異なっている。押印欄につ
いては『實用銀行簿記 上 理解傳票』の中で，す
でに伝票の下部に「經理」「營業」「出納」「會計」
の欄が設けられていたが，名称は異なっている。
責任者と担当者の欄は，謝霖が帰国後に出版した
文献で考案されたものが，さらに形を変えて今日
に至るものと推測される。
　以上は一般的な振替伝票の雛形であるが，各文
献には，一部現金取引の場合の振替伝票の雛形も
掲載されているので，次節ではその内容について
考察する。
5.2.　一部現金取引の振替伝票の様式
　『修正銀行簿記學』では，一部現金取引の振替
伝票の意義について，以下の様に説明する。
振替傳票は科目の變更に止まる取引にのみ用ひ
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
らるゝものゝ如しと雖も
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
，一部現金の出入ある
9 9 9 9 9 9 9 9 9
場合にも之れを用ひ
9 9 9 9 9 9 9 9 9
，現金の出あれば之れを差
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
引出と記する欄に記入し
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
，入ある場合には之れ
9 9 9 9 9 9 9 9 9
を差引入と記する欄に記入するものとす
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
（『修
正銀行簿記學』42-43 頁）
　図表 16 は『銀行簿記學』に掲載された一部現
金取引の振替伝票の雛形である。図表 11 では
「現金支出」「現金收入」と記載されていたものが，
図表 16 では「現金出」「現金入」に変わっている
が，摘要欄の姓名と金額は，図表 11 と同様に科
目名の欄と同じ行に記載されている。また，「借
方」「貸方」も「借」「貸」と略すことなく表記さ
れている。
　また，図表 17『修正銀行簿記學』の雛形及び
図表 18『銀行簿記教科書』の雛形は，摘要欄の
姓名と金額を科目名より 1 行分下げて記載してい
図表 15
（出典）『会计基础与实务 第四版』206 頁。
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るが，『銀行簿記學』ではこれに従わず，一部現
金取引の振替伝票を図表 11 の雛形に合わせてい
る。
　以上の他，森川の文献には，摘要欄の姓名の書
き方に違いがある。図表 12，図表 13，図表 17 で
は，「同人」という略号を使って，貸方に同じ姓
名を記入する手間を省いているが，図表 18 では
貸借両方に同じ姓名を記入している。『銀行簿記
學』では，図表 11 で貸借ともに「謝祖元」，図表
16 でも貸借両方に「劉保原」と表記し 74），図表
18 と同様に姓名を略さずに記載する方法を採用
している。
　筆者は先行研究の中で，『銀行簿記學』の勘定
科目表と借貸の理の部分は，森川が記した『修正
簿記學』が底本になっていること，そして『修正
簿記學』だけでなくその内容を引き継いで実践的
な項目を盛り込んだ『銀行簿記教科書』も参考に
した可能性が高いことを指摘した 75）。本章で考
察した 3 種の伝票の雛形の比較からも，謝霖と孟
森は『銀行簿記學』を書き上げる直前で『銀行簿
記教科書』の内容も参考にした可能性が高いと推
測する。
5.3.　現金式仕訳法
　振替伝票の形式について，『修正銀行簿記学』
では
當座預金より引出して貸付金に入金ありし取引
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
を示し
0 0 0
，其意複
0 0 0
雜
0
なるが如しと雖も
0 0 0 0 0 0 0 0
，一方に
0 0 0
「當座
0 0
」に仕拂ひ
0 0 0 0
，他方に
0 0 0
「貸付金
0 0 0
」に入金あ
0 0 0 0
りたるものにして
0 0 0 0 0 0 0 0
，収納傳票と仕拂傳票とを合
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
併したるものに外ならず
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，然るに此種の取引に
0 0 0 0 0 0 0 0 0
図表 16
（出典）『銀行簿記學』38 頁。
図表 17
（出典）『修正銀行簿記學』43 頁。
図表 18
（出典）『銀行簿記教科書』64 頁。
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對して収納
0 0 0 0 0
，仕拂の二傳票を用ひずして故らに
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
振替傳票なるものを用ふるは
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，其一方に仕拂ひ
0 0 0 0 0 0 0
，
他方に入金ありとする金銭は單に假定に止まり
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
實際に金錢の出入あるにあらざるを以ての故に
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
外ならず
0 0 0 0
，而して其
0 0 0 0
收
0
納傳票に相當すべきは借
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
方に在る部分にして
0 0 0 0 0 0 0 0 0
，之れを解剖すれば
0 0 0 0 0 0 0 0
（『修
正銀行簿記學』41 頁）
と説明した上で，以下の仕訳が原則的な仕訳であ
ることを示している。
　借方 貸方
　　金錢　 100. ＿ 　貸付金　 100. ＿
　そして，この記述に対し『銀行簿記學』では，
ほぼ原文に沿った訳が付けられている 76）。
　次に『修正銀行簿記學』では，
金錢を主とせるを以て
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，振替傳票上の借方は
0 0 0 0 0 0 0 0 0
「金錢
0 0
」が營業主より借の位置に立てることを
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
表示し
0 0 0
，他の一方より云へば
0 0 0 0 0 0 0 0 0
「貸付金
0 0 0
」が營業
0 0 0
主に貸の位置に立てることを意味し
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（同上）
と解説し，伝票上の借方に「貸付金 100. ＿」
と略して記載する旨を説明するが，これに対して
『銀行簿記學』では，以下の通り仕訳は同じであ
るものの，解説は原文と異なっている。
以金銀爲主。則位置相反。金銀爲營業主之
9 9 9 9 9 9
所
9
借
9
而貸付金爲營業主之
9 9 9 9 9 9 9 9
所
9
貸矣
9 9
。再略去金銀。則推
收傳票上之借方。僅有
　　貸付金 100, ＿　（『銀行簿記學』37 頁）
（大意）金銭を主とすれば，位置は反対となる。
金銭が営業主に対して「借」するところとする
と，貸付金は営業主に対して「貸」する所とな
る。再度金銭を省略すると，振替伝票上の借方
は「貸付金 100, ＿」となるのみ。
　さらに『修正銀行簿記學』では，真に借方の位
置にある科目は何かについて，以下のように説明
を追加している。
眞に
0 0
「貸付金
0 0 0
」が借りの位置に在るにあらず
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，
眞に借の位地に在るものは
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
「金錢
0 0
」にして
0 0 0
，
「貸付金
0 0 0
」は之れに對して營業主に貸の位置に
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
在ることを示すものとす
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（『修正銀行簿記學』
41-42 頁）
　この記述に対しても，『銀行簿記學』はほぼ原
文に沿った訳を付している 77）。
　一方，支払伝票については，「相當すべきは貸
0 0 0 0 0 0 0
方に在る部分
0 0 0 0 0 0
」として，以下の仕訳を示してい
る 78）。
　借方 貸方
　　當座　 100. ＿ 　金錢　 100. ＿
　そして，「是亦
0 0
『金錢
0 0
』を主とせるを以て
0 0 0 0 0 0 0 0
，振
0
替傳票上の貸方は
0 0 0 0 0 0 0 0
『金錢
0 0
』が營業主に貸の位置に
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
立てることを示し
0 0 0 0 0 0 0 0
，他の一方より云へば
0 0 0 0 0 0 0 0 0
『當座
0 0
』
が營業主より借の位置に在ることを意味
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
」すると
して，伝票上の借方に「當座 100. ＿」と記載
する旨を示している 79）。
　一方，『銀行簿記學』ではこの記述に対しても，
以下の通り，原文と異なる解説を付している。
以金銀爲主。則位置亦相反。金銀爲營業主之
9 9 9 9 9 9
所
9
借
9
而無定期存款爲營業主之
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
所
9
貸矣
9 9
。再略去金銀。
則推收傳票上之貸方。僅有
　無定期存款 100, ＿　（『銀行簿記學』37 頁）
（大意）金銭を主とすれば，位置は反対となる。
金銭が営業主に対して「借」するところとする
と，当座預金は営業主に対して「貸」する所と
なる。再度金銭を省略すると，振替伝票上の貸
方は「当座預金 100, ＿」となるのみ。
　振替伝票上の借方の解説では「金銭が営業主に
対して『借』するところ」「貸付金が営業主に対
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して『貸』するところ」となっている。金銭が貸
借逆に位置するという見方をするのであれば，振
替伝票上の貸方の解説では「金銭が営業主に対し
て『貸』するところ」「当座預金が営業主に対し
て『借』するところ」となるように解されるが，
『銀行簿記學』では上記のように逆になっている。
　ちなみに中国では，先行研究でも述べた通り，
古来，中国では字形の類似した「貸」と「貣」の
文字が混じり合い，「貸」の字義において「貸し」
と「借り」が明確に区別されなった 80）。現在で
も「貸」と「借」の字義が日本と異なり，「貸」
と「借」の両方に「貸す」「借りる」の意味があ
る点に注意しなければならない。つまり，「貸」
にも「借」にも，ともに「貸す」「借りる」の両
方の意味が含まれることで誤りを生じやすく，
「借方」「貸方」の理解を困難ならしめる一つの要
因になっている。
　これらの漢語の特性に鑑みると，『銀行簿記學』
の「借貸之理」は難解さが倍増し，中国に伝播し
た当初，牽強付会との批判を受けたのではなかろ
うか。実際，社会主義革命後は，簿記上の貸借概
念が日常生活のそれとは異なることから，「中国
の大衆が会計に関して人民に奉仕しようと思って
も十分その意図を達成することができない。また
管理者側も貸借簿記では会計服務人員を養成する
のに不便である 81）」として，「中国政府は解放後
間もなく簿記制度の改革に取りくんできた 82）」
ようであるが，会計記帳方法について，建国初期
には「収付記帳法」と「借貸記帳法」の論争，改
革開放以降は「増減記帳法」と「借貸記帳法」の
論争が起きている 83）。
　とはいえ，現在の中国会計では仕訳において
「借方」「貸方」が使われており，「借貸之理」が
中国で完全に否定されたわけではないと考えられ
る。解明すべき点が残されているが，続きの考察
は他稿に譲ることとする。
6.　『銀行簿記學』における「伝票」の意義
　既述の通り，『銀行簿記學』の第四章「傳票」
では，森川の著作の中で記述される伝票制度と現
金式仕訳法が漢語で記載されており，その内容は，
『修正銀行簿記學』の内容をもれなく収録し，さ
らに『銀行簿記教科書』で補記，修正された箇所
も部分的に反映されているように解される。
　章末には図表 19 の通り，伝票の種類と定義が
明示されているが，『修正銀行簿記學』の記載内
容を忠実に訳出したものとなっている。
　現在の中国では，中華人民共和国会計法があら
ゆる組織に会計証憑の記入を課し（同法第 9 条），
国家統一の会計制度の規定に適合することを要求
する（同法第 13 条）。会計証憑には原始証憑（公
式の領収書類）だけでなく記帳証憑（会計伝票）
が含まれ，記帳証憑は審査を経た原始証憑及び関
連資料に基づいて編制されなければならない（同
法第 14 条）。
　会計档案管理辦法第 15 条及び同条に関連する
附表 1「企业和其他组织会计档案保管期限表」（企
業及びその他の組織の会計保管書類期限表）は，
原始証憑と記帳証憑のいずれにも 30 年間の保存
義務を課しており，実務的には領収書類を会計伝
票に貼付して厳格に保管する形が求められる。こ
のように，中国では入金伝票，出金伝票，振替伝
票の 3 伝票が制度的に使用されているのであるが，
その源泉は『銀行簿記學』に記された「傳票」の
雛形に遡ることができるものと解される。
　伝票は，かつて中国の商慣習において使われて
いた言葉であり，今日でもインターネット上の商
図表 19　※原文では縦書きの系樹図であるが，横書きに直して表に整理した。
『修正銀行簿記學』（同書 43 頁） 『銀行簿記學』（同書 39 頁）
傳票
収納傳票 現金の収納のみなる取引に用ふ，
傳票
收入傳票 止用於現金收入之取引。
仕拂傳票 現金の仕拂のみなる取引に用ふ， 支出傳票 止用於現金支出之取引。
振替傳票 科目の變更に止まる取引に用ひ，
又は一部現金の出入ある取引に用
ふ，
推收傳票 用於變更款目之取引。又用於一部
現金出入之取引。
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品販売サイト「陶宝」（http://s.taobao.com/）で
「传票」の文言で検索すると，帳票類の商品が画
面上に表示される。若年層にとって伝票といえば，
「法院传票」のように裁判関係の呼び出し状のよ
うな印象しかないかもしれないが，年配者の間で
は，現在でも会計伝票として通用するものと解さ
れる。
　また，中国検索サイト「百度」（https://www.
baidu.com/）で「中国银行」「传票」の言葉で検
索すれば，記帳証憑として「传票」の文言を使用
している事実を裏付ける情報を確認できる。謝霖
が中国に伝播した銀行簿記は，社会主義革命に
よって日本から継受したものの徹底的な否定を経
験した後も，伝票制度のような形で一定の役割を
果たし続けているものと考えられる。
結　　　語
　本稿では，謝霖・孟森編著『銀行簿記學』で記
述される伝票と現金仕訳法に焦点を当て，森川の
銀行簿記学の文献と該当箇所を比較し，日本の銀
行業務において普及，発展した伝票制度と現金式
仕訳法が清末にどのように伝播したのかを考察し
た。考察の結果から，『銀行簿記學』の伝票制度
と現金式仕訳法の記述は，基本的に森川が記した
『修正簿記學』が底本になっているものの，『修正
簿記學』だけでなくその内容を引き継ぎつつ実務
に即した内容を盛り込んだ『銀行簿記教科書』に
も依拠していることが推測される。
　さらに謝霖と孟森は，伝票制度と現金仕訳法の
理論を分かりやすくまとめるため，さまざまな研
究者の文献を参照している可能性もある。謝霖は
帰国後，中国を代表する会計学者及び会計実務家
となり，多くの会計学の文献を著しているが，彼
がどのような学説の影響を受けて自分の理論を形
成していったのかについては，解明すべき点が
多々残されている。
　ところで現在の中国では，会計制度の中に伝票
制度がしっかりと根付いているものの，現金仕訳
法については伝票制度のようには継受されていな
いように解される。「貸」と「借」の字義が日本
と中国で異なるが故に「借貸の理」は難解さが倍
増し，普及には困難が伴ったものと推測される。
謝霖もまた，帰国後に刊行した文献において，振
替伝票の「借方」「貸方」の表記を「収方」「支方」
に改めている。貸借概念が日常生活のそれとは異
なることから，それに基づく理論は社会主義革命
の中で批判され，簿記制度の改革が進められたの
であるが，改革開放とグローバル化を経た今日に
おいても，「借方」「貸方」の名称自体は消滅する
ことなく継承されている。このあたりの経緯につ
いては，引き続き考察を進めて行く必要があろう。
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使参事官を更迭された旨の通知の記録がある（後任の参事
官は中華民国総領事の鮑文）。政治，経済面の経歴とは別に，
謝祖元は中国人留学生が組織した革新的芸術団体「春柳社」
の創設に関係し，1930 年代の同人雑誌『青鶴』には謝霖と
ともに特約撰述に名を連ね，『東游雜詠』を著す等の文化人
としての顔も持ち合わせている。謝祖元の留学先について
は東京高等商業学校との情報もあるが，だとすると，謝霖
と孟森が謝祖元を通じて銀行簿記の文献や資料の情報を得
た可能性もある。また，清末留学生の日本陸軍士官学校卒
業生名簿（留日士官生第五期 1907 年 7 月〜 1908 年 11 月）
に劉保原（歩兵，江蘇常州）の記録があり，備考欄には
「李瑞瑺ノ改名」と記載されている。佚名編『近代中國史料
叢刊第六十七輯 清末民初留日陸軍士官學校人名簿』（影印
版）文海出版社有限公司，1971 年 7 月，24 頁。李瑞瑺が辛
亥革命期南通軍政分府の軍政長に任命された旨を示す資料
（黄鹤群「辛亥革命时期的南通军政分府」http://www.
zhangjianchina.com/view.asp?keyno=3872，2020 年 1 月 7
日確認）があり，当時の江蘇省で最も有力であった張謇
（科挙制度最上位の状元となり翰林院修撰となった政治家，
実業家，教育家）との関係が推測される。謝霖の背景に謝
祖元，劉保原，さらには張謇がいたとすると，これらの人
物との関係が謝霖の生涯の陰と陽の両面に影響を及ぼした
ことが推測される。
75） 小林，前掲 2，62 頁。
76） 訳文は次の通り。「謂有應還之貸付金。即將其無定期存款劃
還。其意雖似繁複。伹一方支出存款。他方收入所還貸付金。
不外收入支出兩傳票合併用之之法。然對於此取引。無實用
二傳票者。惟用推收傳票。其故不外乎一出一入之金銀
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
。無
非假定
9 9 9
。實際並無出入耳
9 9 9 9 9 9
。茲將收入傳票之應列借方者。先
解剖之」（杨，前掲書 1，36 頁）。
77） 訳文は次の通り。「此非貸付金眞立於借之地位
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
。眞立借之地
9 9 9 9
位者
9 9
。乃係金銀
9 9 9
。貸付金與之相對
9 9 9 9 9 9 9
。乃向營業主而居於貸之
9 9 9 9 9 9 9 9 9
地位者也
9 9 9 9
」（杨，前掲書 1，37 頁）。
78） 森川，前掲書 4，42 頁。
79） 同上。
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80） 小林，前掲 2，59 頁。
81） 馬場克三「第Ⅱ部増減記帳法の研究 第 1 章 『増減記帳法』
小論」服部俊治編著『中国簿記の研究－増減記帳法の原理
と構造』同文館出版，1980 年 6 月，147 頁。
82） 同上，147-148 頁。
83） 王建忠・柳士明主编『会计发展史 第四版』东北财经大学出
版社，2016 年 8 月，288-290 頁。
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